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自 治 労 渡 島 地 方 本 部 
執行委員長 川村 哲也 
〒041-0806 

函館市美原 4-6-16 
 TEL 0138-34-2357 
 FAX 0138-34-2358 

『脱
原
発
』あ
き
ら
め
な
い
で 

に
反
対
の
署
名
活
動
を
し
た
ん
で

す
よ
。
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
、

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
勇
気

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
１２
月
10
日
、
北
斗
市

の
ラ
ル
ズ
大
野
店
に
て
北
斗
市
職

労
の
青
年
女
性
部
が
「
脱
原
発
を

実
現
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心

の
社
会
を
求
め
る
全
国
署
名
」
を

雪
降
る
な
か
行
い
ま
し
た
。
北
斗

市
の
皆
さ
ん
、
署
名
に
ご
協
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

11
月
２３
日
、
森
町
の
道
の
駅

「
遊
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
も
り
」
で
森
町

職
労
は
、
「
脱
原
発
を
実
現
し
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
の
社
会

を
求
め
る
全
国
署
名
」
の
街
頭
活

動
を
行
い
ま
し
た
。 

天
候
に
は
恵
ま
れ
、
訪
れ
る

方
々
に
署
名
の
趣
旨
を
丁
寧
に

説
明
し
、
署
名
に
賛
同
し
て
頂
き

ま
し
た
。 

署
名
し
て
い
た
だ
い
た
方
の

中
に
は
「
２０
数
年
前
に
、
伊
達

で
発
電
所
建
設
の
話
が
あ
っ
た

と
き
、
私
も
皆
さ
ん
と
同
じ
よ
う 

森
町
の
道
の
駅
・
北
斗
市
ラ
ル
ズ
大
野
店
で
「
署
名
」 

地方財政確立に関する要請書を逢坂議員に提出 

【 発 行 】 

11
月
27
日
、
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ

テ
ル
函
館
に
お
い
て
、
自
治
労
渡

島
地
本
・
川
村
執
行
委
員
長
が
２

０
１
２
年
度
政
府
予
算
編
成
期

に
お
け
る
地
方
財
政
確
立
に
関

す
る
要
請
書
を
逢
坂
誠
二
衆
議

院
議
員
へ
提
出
し
ま
し
た
。 

要
請
内
容
は
4
項
目
で
す
。 

１
．
地
方
財
政
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
は
、
自
治
体
と
の
十
分
な
協

議
の
も
と
に
、
災
害
対
策
の
充

実
、
子
育
て
の
支
援
、
地
域
医
療

確
保
、
環
境
保
全
な
ど
地
域
の
社

会
保
障
に
対
す
る
行
政
需
要
を

的
確
に
反
映
さ
せ
、
地
域
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
供
給
不
足
に
な
ら
な

い
よ
う
実
態
に
見
合
っ
た
財
源

保
障
を
実
現
す
る
こ
と
。 

２
．
各
地
方
自
治
体
は
、
財
源
不

足
に
対
応
す
る
た
め
、
国
で
は
実

施
し
て
い
な
い
独
自
の
給
与
削

減
措
置
や
厳
し
い
定
員
削
減
を

長
年
に
わ
た
り
実
施
し
、
国
に
先

ん
じ
て
財
政
健
全
化
に
努
力
し

て
き
て
い
る
。
国
家
公
務
員
給
与

引
下
げ
を
地
方
財
政
計
画
、
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
金
の
単
価
設

定
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
、
こ
の

よ
う
な
地
方
自
治
体
の
努
力
に

水
を
さ
す
も
の
で
あ
り
、
国
公
給

与
の
臨
時
特
例
法
を
地
方
財
政

計
画
・
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
自
治

体
の
自
主
的
・
主
体
的
な
財
政
健

全
化
に
向
け
て
一
層
の
支
援
を

行
う
こ
と
。 

３
．
医
療
・
福
祉
・
介
護
、
子
育

て
、
教
育
、
環
境
な
ど
の
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
水
準
を
維
持
・
向
上
さ

せ
る
に
は
十
分
な
定
員
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
地
方
公
務

員
の
総
人
件
費
の
十
分
な
確
保

を
行
う
こ
と
。 

４
．
恒
常
的
な
財
源
不
足
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
長
年
据
え
置
か
れ
て

き
た
地
方
交
付
税
の
法
定
率
を

引
き
上
げ
る
こ
と
。 
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か
、
渡
島
・
檜
山
管
内
の
消
防

組
織
の
現
状
や
木
古
内
消
防
協

結
成
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
、

ま
た
、
組
合
費
の
設
定
や
自
治 

 
 
 
 

 
 
 
 
                        
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 

11
月
29
日
、
長
万
部
温
泉
ホ

テ
ル
で
、
自
治
労
北
海
道
オ
ル

グ
吉
田
さ
ん
を
講
師
に
招
き
長

万
部
消
防
職
員
、
長
万
部
町
職

労
3
役
と
函
館
ブ
ロ
ッ
ク
消
防

職
員
協
議
会
3
役
、
渡
島
地
本

副
委
員
長
が
出
席
し
学
習
会
を

行
い
ま
し
た
。
長
万
部
地
区
消

防
組
織
化
に
む
け
た
学
習
会
と

し
て
「
消
防
職
員
の
団
結
権
回

復
と
は
」
と
題
し
た
内
容
で
、

組
合
と
は
何
か
、
組
織
と
は
何 

１２
月
7
日
、
北
斗
市
か
な
で
ー

る
で
、
12
年
度
第
1
回
女
性
推
進

協
議
会
幹
事
会
を
行
い
ま
し
た
。
冒

頭
、
渡
島
地
本
渡
辺
副
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
を
受
け
、
今
年
度
の
新
役
員

体
制
を
確
立
し
、
12
年
度
の
協
議

会
の
取
り
組
み
を
確
認
し
、
男
女
が

と
も
に
参
加
で
き
る
集
会
の
開
催

に
向
け
幹
事
全
体
で
意
思
統
一
を

図
り
ま
し
た
。 

１２
年
度
役
員
体
制 

議
長 

岡
島
夏
枝
（
八
雲
町
職
労
） 

副
議
長 

佐
藤
書
子
（
知
内
町
職
） 

 

消防職員の団結権回復とは・・・・・ 

12 月  1 日（木） 市立函館病院労働組合定期大会 

12 月 2 日（金）  全道庁労連渡島総支部定期大会 

12 月 3 日（土）  佐々木事業所ユニオン労組定期大会 

12 月 7 日 (水） 松前消防協定期総会 

12 月 8 日（木） 地区連合女性委員会総会 

12 月 9 日 (金)   森町職労定期大会 

12 月 12 日（月） 福島町職労定期大会 

12 月 15 日（木）  長万部町職労定期大会 

12 月 16 日（金）  八雲町職労定期大会 

11 月 12 日（土） 鹿部町職員組合定期大会 

11 月 18 日（金） 函館市消防協議会総会 

11 月 19 日（土） 自治労渡島青年女性部定期大会 

11 月 22 日（火）  七飯町労連定期大会 

11 月 25 日（金） 自治労道南退職者会総会 

11 月 27 日（日） 函館地区連合定期総会 

11 月 30 日（水）  木古内町職労定期大会 

単組・総支部 関係団体の大会日程 

労
共
済
の
説
明
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
消
防
職
員
か
ら
は
、

人
員
的
な
問
題
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
話

題
と
な
り
ま
し
た
。
今
学
習
を
か

ね
て
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
協

議
会
結
成
に
あ
た
り
第
一
歩
を

踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

女
性
推
進
協
議
会 

さ
ら
な
る
前
進
を 

事
務
局
長 

滝
澤 

恵
子
（
函
館
市
職
労
） 

幹
事 

森 

昌
子 

 
 

（
北
斗
市
職
労
） 

幹
事 

中
川 

美
希 
 

（
全
道
庁
労
連
） 

幹
事 

水
元 

和
加
奈 

（
函
病
労
組
） 

幹
事 

選
出
中        

（
青
年
女
性
部
）  

脱原発・大間原発建設中止の 

署  名 

締切り 12 月 16 日（金） 


